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特定非営利活動法人 産業クラスタ－研究会

区分 事業項目 内容 日時 場所
従事者
人員
（人）

受益対象者 支出額（円）

経営管理支援

中小企業の経営管
理・業務改善支援、
業務委託事業の推
進、横浜市第三者評
価機関としての事業
推進、地域社会の環
境整備・改善・支援。

通年
東京都
横浜市
横須賀市

12

横浜市　3施
設東京都　1
社
横浜市　1団
体

1,061,907

企業のIT化、ホ
－ムペ－ジ制作
支援

中小企業と団体に対
しIT化とHP制作及び
更新・運営を支援す
る。

通年 横須賀市 4
横須賀市1団
体

128,360

特許取得支援

特許の事前技術調
査、出願の支援及び
出願後の案件に関し
て権利化する際の注
意点について支援す
る。

通年
三浦市
横須賀市

2 実績なし 0

企業業務支援
中小企業の経営管
理・業務改善支援

通年 横浜市 3 実績なし 45,587

米軍入札支援

横須賀商工会議所と
の連携を密にして、米
軍入札に応じる中小
企業に対して翻訳を
含む入札前・受注後
の諸業務の支援を行
う。

通年
横須賀市
横浜市

8 実績なし 35,685

技術文書翻訳
支援

企業に対し翻訳・コン
サルティング支援をす
る。

通年
横須賀市
横浜市

8
横浜市1社
横須賀市1社
三浦市1社

122,811

コロナとの共生の中、下期にはオンラインをはじめ各種イベントの実施と参加をしましたが収益事業関係の
支援が減少。背景としては支援先がネットやオンラインを活用し自ら課題解決をするようになり支援を必要と
しなくなって来ていたり、課題も変わって来ている。結果として支援の減少があります。
後半　横浜市第三者評価案件支援が3施設実現。海外関連事業はコロナ感染拡大の影響により、米軍入
札支援案件がなくなり、一般企業の引合いも極めて低調でした。
新しい公共支援活動ではオンラインによるインボイス制度セミナ－と情報セキュリティセミナ－など自主開催
セミナ－を実施。「いまさら相談室」の通期自主開催と県立観音崎公園で屋外実施のよこすか元気ファンド
事業「ものづくり教室」は多数の参加者があり、今後も公益支援活動として継続して行きたいところです。

中小企
業の経
営強
化・技
術革新
等に資
する事
業



IoT研究会活動

会員及び支援企業
で、IoTやAI等を学
習・相互研鑽し、企業
の課題解決を通じ
て、新技術の習得し
将来の支援技術とし
て育成し、企業にとっ
ては経営改善に貢献
することを目指す。、

通年 横須賀市 5 実績なし 28,945

産学連携コー
ディネーション及
び行政・公益団
体との協働事業

技術関連情報の発信
と法人会員からの課
題解決に取り組む。
また、製造業や大学、
施設、工事などの現
場見学を企画すること
と
神奈川県の企業・
NPO・大学パ－トナ－
シップ支援事業に参
加する。

通年 横須賀市 3
横須賀市内
2団体

0

その他この法人
の目的を達成す
るために必要な
事業

(1)よこすか元気ファン
ド事業・・・児童向けも
のづくり教室開催
(2)いまさら相談
室・・・・いまさら聞けな
い中小企業の課題解
決・相談や会の運営
や会計、パソコン操作
の相談    (3)セミナ
－・講習会・・・当会個
人会員を講師として
中小企業の経営課題
についてセミナ－・講
演会を開催する。
(4)経営者交流会・・・
中小企業経営者と会
員の交流の場を設営
して、法人会員の経
営者から話　題提供
を戴き、中小企業が
抱える様々な課題に
ついて勉強する。
(5)公共支援活動とし
て広報セミナ－の開
催、Webでの三浦半
島の紹介などを企画・
検討する。

通年 横須賀市 11
一般市民（含
む児童）
約100人

199,780

1,623,075合　　　　　　　　計

中小企
業の経
営強
化・技
術革新
等に資
する事
業

新 し い
公 共 支
援


